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(6) 平成5年 6月寸 5日広報ひらつか第 505号

図書館でおはなし会
中央図担!}館こども笈で 5月2711、定例

のこどもおはなし会が聞かれた。会場に

集まったちびっ fたちは、紙芝居を_c，l.た

あと、封筒を利用して動物をつくるなど、

お母さんとー縮に楽しんだ。
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ふ

く

お

か

し

福

岡

市

柳
迫
正
次
さ
ん

(
お
歳
)

私のふるさと

ー。
私
の
家
族

結
婚
し
た
の
が
七
月
で
、
家

•• •• • • • 

. 
-サ

川
〉ゆ
必

-
第
9
固
定
期
演
奏
会

マ
ロ
時

6
月
初
日

(
土
)
午

後
6
時
却
分
開
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
出
演

平
塚
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

マ
曲
同
団
伊
玖
磨
作
曲

「新

祝
典
行
進
曲
」
ほ
か

マ
入
場
料
五
百
円
、
中
学
生

.
以
下
は
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
壕
ウ
イ

ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
務
局

(
屯
話
回
l
四
六
五
五
)

-
平
塚
あ
る
く
会
例
会

マ
円
時

6
月
初
日
(
臼
)
、

降
水
碓
率
刊
軒
以
上
の
場
合
計

臼
(
臼
)
、
以
後
中
止

・
集
合
平
塚
駅
南
口
、
午
前

8
時
、
参
加
自
由

が
×
動

。
報
り
た
い
物
子
供
用
お
む
つ

(
M
サ
イ
ズ
)
、
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ

ア
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
、
ベ
ビ
ー

カ
ー

(
A
型、

B
型
)
、
歩
行
器
、

パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
(
黒
)
、
回
転
式
座

い
す
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ

マ
コ
1
ス

平

塚

駅
:
・
江
の
品

.
・
・
片
瀬
江
の
島
駅
l
平
塚
駅

マ
持
参
す
る
物
弁
当
、
水
筒
、

雨
具
、
参
加
費
二
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
耶
務
局
(
屯
話
出
l
三
O

六
O
)

-
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

I
V
S
市
民
実
行
蚕
員
会
で

は
、
七
夕
ま
つ
り
の
期
間
中
、

外
国
人
を
ガ
イ
ド
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
。

説
明
会
は
6
月
幻
臼
(
日
)

午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で
、
ひ

ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
d
H
階
第

1
会
議
室
。

問
い
合
わ
せ
は
、

I
V
S
市

民
実
行
委
員
会
事
務
局
(
屯
話

臼

l
三
六
三
て
夜
間
は
お
ー

ま
示ト

レ
ス
、
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
、
大
人
用

剣
迫
防
共
一
式
、
パ
イ
プ
ハ
ン
ガ

ー
、
神
田
高
校

・
二
宮
高
校
男
子
学

生
服
(
川
町
シ
幻
)

。
譲
っ
て
ほ
し
い
物
と
い
の
ぼ

り
、
子
供
用
自
転
車
(
同
勺
)
、
べ

と
福
岡
市
で
す
。

全
国
的
に
有
名
な
祭
り
と
し

て
。
博
多
ど
ん
た
く
。
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
が
、
私
は
毎
年
七
月

一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
砂
博
多
紙
固
山
笠
H

を
紹
介
し
た
い
で
す
ね
。

山
笠
は
飾
り
山
笠
と
か
き
山

笠
が
あ
り
、
最
終
日
の
午
前
四

時
五
十
九
分
ス
タ
ー
ト
の
追
い

山
笠
が
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
と
な
り
、
山
笠
衆
の
掛
け
声

に
立
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

と
の
ほ
か
、

平
塚
と
同
じ
く

か
く
す
の
き
。
が
市
民
の
木

で
、
市
内
に
多
く
見
ら
れ
ま
す

よ。。
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

六
七
三
三
)
へ
。

-
子
育
て
の
情
報
交
換

サ
ー
ク
ル

「我
が
家
の
か
い

じ
ゅ
う
」
で
は
会
員
を
拡
仰
木
し

て
い
る
。

幼
稚
園
前
の
子
供
の
い
る
母

親
の
グ
ル
ー
プ
で
、
例
会
は
月

1
問
。
子
汗
て
の
情
報
交
換
や

回
覧
ノ
l
ト
の
作
成
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は
、
我
が
家
の

か
い
じ
ゅ
う
事
務
局

(
電
話
回

i
七
九
三
八
)
へ
。

-
定
期
演
奏
会
を
開
く

マ
日
時

6
月
初
臼
(
土
)
午

後
6
時
初
分
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ

出

演

独

唱

誌

山
路
附
、

ピ
ア
ノ
石
黒
和
代
ほ
か

マ
曲
目
平
野
淳
一
作
曲

「風

の
よ
う
に
」
ほ
か

マ
入
場
料
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
背
年

音
楽
家
協
会
(電
話
幻
|
四
四

三
七
)

-
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
会

品
を
持
架
し
て
い
る
。

透
析
を
し
て
い
る
方
の
通
院

送
迎
を
す
る
グ
ル
ー
プ
。
活
動

日
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

の
都
合
の
よ
い
日
で
、
時
間
は

午
前
8
時
か
ら
9
時
ま
で
と
、

午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
、
送
迎
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
務
局
(
屯
話
お
|

ニ
一
二
一
ニ
三
)

へ。

-
カ
ラ
オ
ケ
会
員
募
集

湘
南
親
和
会
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
る
。

カ
ラ
オ
ケ
を
通
し
て
親
睦
と

生
き
が
い
を
求
め
る
サ
ー
ク

ル
。
練
習
は
第
1
・
第
3
日
曜

日
の
午
後
旭
北
公
民
館
と
、
第

2
・
第
4
日
曜
日
の
午
後
旭
南

公
民
館
。
会
費
は
月
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
湘
南
親
和

会
事
務
局
(
屯
鮪
お
|
四

O
八

七
)
へ
。

-
湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー

マ
日
時

6
月
刀
臼
(
火
)
午

後
5
時
3
6時
必
分

マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎

内
松
前
記
念
館

マ
講
師

作
家
家
田
荘
子
さ

んマ
テ
ー
マ

エ
イ
ズ
忠
者
と
共

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学

湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

(屯
話
回
l
一
一
一
一
一
)

-
福
祉
会
館
で
講
習
会

視
党
に
陣
容
の
あ
る
方
が
誘

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
利
用
す
る

と
き
の
た
め
の
講
習
会
。

マ
日
時

6
月
幻
日
(
臼
)
午

後
1
時
1
3時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員

初
人

(
先
着
順
)

マ
申
込
先
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
(
電
話
お

|
二
三
三
三
)

。
サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
コ

ー
ナ
ー
。
会
円
以
諒
娘
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
な
ど
を
掲
載
。

・
送
り
先
・
一T
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

(
内
線
三
一
四
)

ピ
I
ベ
ッ
ド
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

(
縦
型
)
、
学
習
机
、
物
位
、
パ
ン

焼
き
器
、
卓
球
台

。
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ
く

り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

へ。

••• 

二
年
前
の
総
合
体
育
館
完
成

・

記
念
水
泳
大
会
の
五
十
灯
自
白

山

形
で
、
三
位
に
入
賞
し
た
こ
と

一

も
あ
っ
て
、
よ
く
温
水
プ
1
ル

一

に
出
掛
け
ま
す
。

一

平
塚
に
は
ま
だ
ま
だ
自
然
が

一

政
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

一

も
、
一
日
ゆ
っ
く
り
と
家
族
で

一

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
が
で
き
る

一

街
で
あ
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す

一

ね

。

(

山

下

)

一

〈募
集
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

詰
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

一

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

一

ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

一

だ
さ
い
。

一

O
送
り
先

一T
加
平
塚
市
浅
間

一

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

ト

課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係

“

••• 

親
の
期
待

親
の
過
剰
な
期
待
が
重
荷
に
な
り
、
心
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
子
供
た

ち
に
教
育
相
談
の
場
で
よ
く
出
会
い
ま
す
。

親
で
あ
れ
ば
、
我
が
子
に
何
ら
か
の
願
い

や
期
待
を
抱
く
の
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で

す
。
子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
親
は
「
丈
夫
な

子
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
、
「
紫
直
な
子
で
あ

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
様
々
な
願
い
を
込
め

て
我
が
子
に
名
前
を
つ
け
ま
す
。
そ
う
し
た

願
い
は
、
子
供
の
成
長
と
と
も
に
膨
ら
み
、

我
が
子
の
将
来
に
対
す
る
期
待
に
発
展
し
ま

す
。
子
供
に
と
っ
て
、
親
か
ら
の
期
待
は
成

長
の
目
標
で
あ
り
、
自
分
が
親
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
証
(
あ
か
し
)
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
親
が
子
供
に
抱
く
期
待
に
は
、

大
き
な
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。
子
供
が
親

の
期
待
に
応
じ
れ
ば
応
じ
る
ほ
ど
、
親
の
期

待
は
知
ら
ぬ
聞
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

親
が
子
供
の
力
企
以
上
の
こ
と
を
期
待
し

h
a
s
r
へ、
川、』り
t
p
-
t
l
u勺
an

ヨ.叶岳町終
的
偽
〉
J-

一

炉

J
花川
l¥)判

た
り
、
親
が
子
供
の
気
持
ち
ゃ
心
の
状
態
に

か
ま
わ
ず
過
剰
な
期
待
を
寄
せ
た
り
し
て
い

る
と
き
、
親
の
期
待
は
子
供
に
と
っ
て
車
荷

と
な
り
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
掠
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
親
の
気
持
ち
を
よ
く
く
み
取
る
索

直
な
い
い
子
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
親
の
過

剰
な
期
待
に
応
じ
よ
う
と
し
て
無
理
を
続

け
、
つ
ま
づ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

子
供
へ
の
願
い
や
期
待
が
自
分
の
中
の
ど

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
出
て
い
る
の
か
、
親
自
身

が
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
は
と
れ

ま
で
の
人
生
の
中
で
何
を
得
、
何
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
の
か
。
何
を
与
え
ら
れ
、
何
を
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
う
自
ら
に
問
い

掛
け
て
い
く
と
、
我
が
子
に
対
す
る
自
分
の

闘
い
や
期
待
の
も
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
本
当
は
自
分
が
何
を
盟
ん
で
い
る

の
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
子
供
の
心

が
よ
く
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(
崇
善
小
学

校
北
側
電
話
お
|
六

O
一
二
)

「むをう)おま蹴Wl王」空き)献〉配みんなで防ごう土砂鍵害

{日)12~4!!?~ ，~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
価水木金土日月火水木 金土日月火水木金土日月火水木金土回月火水木

oooxoxxoム xxooOOooxxxxOOoxooooo

。 申し込みひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受付

-電話 0558-87-1050

• FAX 0558-87-0557 

・住 所干410-32 静岡県 田方

郡天城湯ケ島町上船原1120- 1 

• 1泊 2食イ寸大人4，050円、子供3，530円

。問 い合わせ交流親善謀(内線597)

O印まだ余裕がある(夏休み中は山荘へ)

国
の
重
要
文
化
財
・
博
多
祇
園
山
笠

族
三
人
と
も
七
月
生
ま
れ
。
長
思
っ
て
い
ま
す
。

男
は
耳
に
生
ま
れ
た
の
で
夏
生

@
私
の
ふ
る
さ
と

(
な
っ
き
)
と
つ
貯
ま
し
た
。
玄
界
灘
に
臨
み
、
福
岡
平
野

夏
の
季
節
の
よ
う
に
健
康
的
で
の
中
心
に
位
置
す
る
人
口
百
二

お
お
ら
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
十
万
人
の
都
市
が
私
の
ふ
る
さ

。印早めに申し込みを

土砂災害防止月間

6月1日"'30日

101 (日)1 2 3 4 5 6 7 8 9 lOll1213141516171_81920212_2 2324~262.72.82.93.0~ 
loi)金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日

月I'-Oxoooo6e5x x ooood x 0 x x x 00  x 000000  x 0 
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!;@保 健センタ一 平塚市中堅: 30分 ; ・28日 5 年 3 月 21 臼 ~31日:・会場平塚保健所 ----一一------ 嶋

蛮 34-17 電話34一0311 :・会場 保健センター : 【7月の 1歳 6か月児】 :.母子手帳、銃3己用具を持参: / ~ 鍔
窪@平 塚保 健 所 平塚市盟原町 j・内容体忽測定、栄護、病 j・6日 4 年 1 月 1 円 ~10口: ; / ・HEAlTHY・ '" ;; 

妥 2 -21 屯 話32ー013o j ZEて方、予防接種のζ;:;;; ;2121こ出 @現~(ID訟怠 ! ̂ .1 必 J ¥き
警 頒強鍬磁達隣室 :・母 子 手 帳 を 持 参 j 【7月の 3歳 児】 ~ 7月分の日程 ;l 'νKン -i祭

. 1臼 2 年 5 月 1 日~10日: ・l 一一 A 一一一 i 

三品おお252f; 捌餓翻 ;:;;日開;;2こ21;TZi211j安官'¥ライフ/3
堕「母子手帳別冊」を持参のう :・受付午後 1時 : ~ _ _ _~ _ _ : 12日 午 前10時30分~午後 2: ¥. / 

護ぇ指定の医療機関で受腕。~.会場保健センター j~歯予防窃宮 ; 時 ~~ ・lIFE・ / 雲

い Mjmmzri対象 7…明からい6r訴訟とし ¥ー/ 3 
を持参 : 1蹴になる乳幼児のお母さ : 赤ちゃんの行て方 ; しβ -

32・対象 乳幼児 j 【7月の 3か月児】 j ん :.後期(妊娠 8か月以降の方) ~ 23 n 午後 1 時30分~4 時 22 
g・相談日 毎週水曜日 ; ・7日 5 年 3 月 1 日 ~10ロ: ・ H時 7月 14日 午 前10時 :19日 午後 l 時30分~4 時 j 赤ちゃんのおふろ(実例)語

義・時間午前 9 時30分~10時; ・21日 5 年 3 月 11 日~20日: ~11時 : ぉ産の進み方と産後の過ご: お父さんもご参加を お
:.会場保健センタ- = 

三玄 .. 

i df J ←二へでF|予防媛種・7月カレンダーI・22fZ253
n、.， 咽.1 、¥ . ...... - : エプロン、三角布(12~ 

gぷグ 猷縦ちゃん つ いヨ，zbALamjb)22シ、コップ喜

一 一語 M 合平塚市徳延466向畑ハイツ105園 日~.. _"..ー冶 J 11.、二 .ß ~-I~VJ 

LZZ22522まま宮市 7AWLJll吋!?ブオ τー:冒毘訟 8 3 
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イギリス民話 3むき⑧ι芯1と

血
液

マ
検
査
料

一
般
検
診
四
万

九
千
二
百
九
十
円
(
婦
人
科
検

診
を
含
め
る
と
五
万
八
千
百
七

十
円
)

マ
申
込
先
市
民
病
院
人
間
ド

ッ
ク
科
(
屯
話
ロ

l
o
o
-五

内
線
=
二

四
ご

・
受
付
時
間
月

t
金
曜
日
の

午
前
9
時
5
午
後
4
時
叩
分

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

5
2時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
障
害
福
祉

課
障
害
福
祉
係
(
内
線
二
二

一

)

市
民
病
院
の

人
間
ド
ッ
ク

市
民
病
院
で
は
、
成
人
病
の

予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
人
間

ド
ッ
ク
検
惨
を
実
施
し
て
い

る
。
ご
利
用
を
。

マ
検
診
で
き
る
日

・
男
性
毎
週
火
、
金
昭
日

・
女
性
毎
週
水
、
木
曜
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
8
時

却
分

3
午
後
2
時

マ
検
査
項
目
①
身
体
測
定

②
呼
吸
器
③
循
環
器
④
消

化
器
⑤
腎
(
じ
ん
)
機
能

⑥
肝
機
能
⑦
眼
機
能
③
聴

力

⑨

糖

原

病

⑮

乳

房

⑪

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
日
時

7
月
幻
自
(
火
)

・
妊
婦
の
方

午
前
9
時

'hm

時
泊
分

・
妊
婦
以
外
の
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
i
2時
加
分

マ
会
場
平
康
保
健
所

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
日
成
未

満
の
方

マ
内
容

習

7月20日ω
・午後の部 1時30分
・夜間の部 5時

・ところ 中央公民館
・出演劇団東少

・申し込み はがきに午後の部または夜

聞の部、入場希望者数(大人 O人 ・子供

0人)、住所、氏名、電話脅号、保育の

有無を記入のうえ「〒254平塚市追分

1ー 20 中央公民館」へ。先着700人

身
障
者
の
相
談

市
で
は
、
身
体
障
害
者
の
補

装
具
の
巡
回
相
談
会
を
聞
く
。

マ
相
談
目
、
内
容

・
6
月
初
日
(
月
)
、

7
月
初

日
(
月
)
、
整
形
ブ
ロ
ッ
ク

・
7
月
M
日
(
水
)
、
耳
品
科

マ
持
ち
物
母
子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

話
詑

1
0
一
三

O
)
予
約
制

検
診
と
歯
み
が
き
鯨

-とき
・開演

広報ひらつか

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
危

話
犯

l
O
一
三

O
)

予
約
制

マ
日
時

6
月
凶
日
(
水
)
午

後
1
時
初
分
3
3時
加
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
ぼ
り
に
悩
ん
で
い
る
方

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所

(屯

話
詑

l
O
一
三
O
)

心
の
健
康
相
談

痴
ほ
う
の
相
談

平
塚
保
健
所
で
は
、
痴
ほ
う

老
人
を
か
か
え
る
家
族
を
対
象

と
し
た
相
談
会
を
聞
く
。

平
塚
保
健
所
で
は
、
心
の
健

康
相
談
会
を
聞
く
。

マ
日
程

6
月
お
日
(
水
)
、

7
月
7
日
(
水
)
午
後
1
時
却

分
3
3時
叩
分

子供の火遊びによる火災を防ごう

はがきに赤ちゃんの名前、性別、 生年月日 と両親の

所、氏名、年・齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1 歳未満の赤ちゃんです。応~J;
されたはがき(1 日掲蹴分は 1 臼~15日締め切り、
15臼制)1配分は16日~月末締め切り)は、抽選に

より翌月の広報紙に掲秘します。公送り先

〒254平塚市浅間町 9- 1 平線市広報

広聴:深「赤ちゃんのステージ」係

つ
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

即
F
匂

、

そ

れ

に

は

、

特

に

句
酬
川
州
側
川
辺

、

中
年
期
以
降
か
ら
姿

ム
捌
酬
酬
出
f

勢
に
気
を
付
け
る
こ

日
取
酬
州
側
u
t
と
が
霊
で
、
背
筋

、ι
H
明
川
川

u
o
J

力
と
足
の
筋
力
の
衰

司

え

を

防

ぐ
こ
と
が
必

要
。
背
筋
力
を
つ
け
る
に
は
、
普
段
か
ら
常

に
背
す
じ
を
伸
ば
す
よ
う
に
心
掛
け
、
ま
た

足
の
筋
力
の
衰
え
を
防
ぐ
に
は
、
た
く
さ
ん

歩
く
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ひ
ざ
が
曲
が

っ
た
ま
ま
で
は
な
く
、

一
方
の
足
が
器
地
し

て
全
体
重
が
か
か
る
と
き
に
、
ひ
ぢ
を
き
ち

ん
と
伸
ば
す
よ
う
に
す
る
こ
と
。

今
、
あ
な
た
は
背
中
を
丸
め
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
良
い
姿
勢
で
い
つ
ま
で
も
若
々
し

く

あ

り

た

い

も

の

。

(

健

康

課

)

勢

姿姿
勢
か
ら
み
た
老

化
の
始
ま
り
に
は
男

女
差
が
あ
り
、
一
般

に
男
性
は
五
十
代
、

女
性
は
三
十
代
か
ら

始
ま
る
。

ま
た
、
「
老
化
は
足
か
ら
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
足
の
筋
力
の
低
下
か
ら
立
っ
て
い

る
状
態
で
ひ
ざ
関
節
や
ま
た
関
節
が
曲
が
っ

て
く
る
。
男
女
と
も
六
十
代
以
後
は
こ
の
変

化
が
著
し
く
、
七
十
代
以
後
は
一
歳
過
ぎ
の

子
供
が
や
っ
と
立
つ
よ
う
な
類
人
猿
型
の
姿

勢
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
六
十
代

以
後
は
個
人
差
が
大
き
く
、
高
齢
で
も
な
お

壮
年
期
の
姿
勢
を
保
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
若
い
時
の
姿
勢
を
保

新学期から 2か月 が過ぎ、火災の

怖さを 知 ら な い 子 供がルンルン気分

で火遊びをして、火災になるケース

が多い。次のことに 心 掛 け 、 火 災 を

未然に防ごう。

・子供と一緒に火災予防について話

し合う

-マッチ、ライターは子供の手の属

かない場所ヘ

-空き地や空き家は、除草と施錠を

・子供だけの花火やたき火をさせな

し、

・子供だけ残して外出しない

・他人の子供でも火遊ひ.を見つけた

ら注意を

・担当 平爆市消防署(内線691)

平 成5年 6月寸 5日〈フ〉



(8) 

※
結
婚
後
、
印
年
、
印
年
が
過
ぎ

マ
売
却
す
る
保
留
地
・
見
附
町
マ
間
取
り
木
造
平
屋
建
て
、
1

百
灯
、
三
千
灯
、
走
り
幅
跳
び

マ
申
込
先
酪
境
衛
生
業
務
課

て
い
る
が
、
ま
だ
記
念
品
を
受
け
刊
1
4
(
一
四
五
・
一
九
平
方
針
)

D

K
、
ふ
ろ
、
ト
イ
レ
専
用
④
向
女
子
百
計
、
八
百
灯
、
走
(
内
線
五
三
O
)
、
履
歴
科
持
参

ら
れ
て
い
な
い
ご
失
盟
も
合
む
・
見
附
町
お
|
日
(
一
七
二
・
O
六
マ
家
賃

1
か
月
二
万
五
千
円
り
幅
跳
び

A
マ
パ
ソ
コ
ン

入

門

講

座

該
当
さ
れ
る
方
は
、
6
月
お
日

平

方

M

川)

・
平
塚
4
1
5
1
4
(
除
く
食
賀
、
光
熱
水
資
)

マ

参

加
料

一
一般五
百
円
、
高
校

マ
日
程
、
コ
1
ス
、
定
員

(
金
)
ま
で
に
高
齢
福
祉
課
(
内

(
一
O
五

・

八

九

平

方

計

)

マ

募

集

1

人

生

三
百
円
、
中
学
生
二
百
円

・

7

月

初

日

(

月

)
1
初
日
(
金
)

線
二

一一

)
に
お
申
し
出
ぞ
。

・
平
塚
5
l
叩
|
l

(ニ

0
0
・

マ
応
募
期
限

6
月
お
日

(
金
)
マ
申
込
期
限

6
月
山
田

(
月
)
一
般
コ
l
ス
、
印
人

a
v介

護
者

教

室
を

開

く

一
七
平
方
針
)

・
平
塚
5
l
m
群
し
く
は
、
障
害
福
祉
課
(
内
マ
申
込
先
平
原
球
場
内
体
育
陳

・
8
月
9
日
(
月
)
t
u
日
(
金
)
教

【口
l
ズ
ヒ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
}

l
5
(
一
四
二

・
一
六

平

方

針

)

線
ニ
こ
こ

に

お

品

ね

を

。

(

包

括

幻

|

三

O

六

O

)

品

コ

l

ス

、

初

人

マ
日
程

7
月
M
臼
(
水
)

5

2

V

入
札
に
参
加
で
き
る
方
本

・

海

外

ツ

ア

l
の

募

集

.

初

心

者

早

朝

テ

ニ
ス

※
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
叩
時

月

羽

目

(

月

)

・

全

ロ

回

宿

・
馬
入

・
須
賀
商

・
須

賀

北

工

市

民

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ウ
ィ
l

マ

日

程

7

月

M
日
1
8
月
泣
日
1
午
後
3
時
加
分

・
時
間
午
前
凶
時
1
午
後
3
時
区
域
内
で
、
換
地
処
分
公
告
が
あ
ン
を
中
心
に
訪
れ
る
海
外
ツ
ア
ー
の
毎
週
土
、
日
曜
日

・
全

叩

回

マ

受

問

料

五

千

円

マ
会
場
同
セ
ン
タ
ー
集
会
室
っ
た
自
の
翌
日
に
土
地
を
所
有
し
の
疹
加
者
を
募
抑
制
す
る
。

・
時
間
午
前
6
時
1
7
時
初
分
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

マ
定
円
H

m
人

(
先
務
順
)
て
い
た
か
借
地
権
の
あ
っ
た
方
マ
日
程
9
R
n
日
(水
)
5凶

マ
会
場

桃

浜

庭

球

場

で

、

一
般
コ
1
ス
は
7
月
9
日

マ
費
用
無
料

で

、

6
月
日
日
現
在
も
権

利

の

あ

月

2
日

(
土
)

・
全
日
日
間
マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
(
金
)
、
教
員
コ
ー
ス
は
7
月
幻

マ
申
込
先

同
セ
ン
タ
ー
(
屯
話
る
方
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か

マ
定
只
却
人
(
先
着
順
)
勤
め
、
通
学
の
中
学
生
以
上
の

方

自

(
金
)
ま
で
に
東
海
大
学
基
礎

臼
l
六

六

七

七

)

に

該

当

す

る

方

は

参

加

で

き

な

マ

参

加

料

四

十

九

万

三

千

円

マ

定

員

百

二

十

人

(

抽

選

)

教

育

研

究

室

(

〒
捌
l
u
平
塚
市

A
V
長

寿

夫

妻

申

し

出

を

宿
生
会
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
〕
い
。
①
昭
和
臼
年
U
月
6
日
以
降
マ
問
い
合
わ
せ
先
市
民
セ
ン
タ

マ
参
加
料

六

千

円

北

金

目

二
一

七
、
注
目
1
一

市
で
は
、
敬
老
祝
賀
会
の
会
場
マ
臼
程

6
月
泣
臼
(
火
)
1
刊
に
保
留
地
を
ロ
っ
た
方
②
転
売

l

(

電

話

ロ

l

ニ

二

三

五

)

申

し
込
み
は
、

6
月
初
日

一一一

一)
へ
。

で
お
祝
い
す
る
長
寿
夫
妻
の
方
々
月
目
白
(
金
)

・
全

ロ

回

を

目

的

と

し

て

い

る

方

③

市

税

a
v
ナ
イ
タ
ー
記
録
会
を

(
水
)
ま
で
に
〒
制
平
塚
市
追
分

A
V
水

上

安

全
法

の
講

習

を

調

査

し

て

い

る

。

・

時

間

午

前

日

時

1

午

後

3
時

を

未

納

し

て

い

る

方

マ

日

時

7

月

μ
日
(
土
)
午
後
l
l
m
平
塚
郵
便
局
私
恋
箱
崎
号
マ
日
程
7
月
日
目
(
火
)
S
M

対
象
は
、
今
年
の
9
月
日
日
ま
マ
会
場
開
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
マ
入
札
参
加
申
し
込
み

6
月
日

3
時

加

分

3

平

塚

市

テ

ニ

ス

協

会

へ

。

日

(

日

)

で
引
き
続
い
て
市
内
に
住
所
の
あ

マ
定
員

初
人
(
先
器
削
)
臼
(
水
)
3
初
日
(
水
)
午
前
8
時
叩
マ
会
場
平
塚
競
技
場

・

ア

ル

バ

イ
ト

の

募

集

・
時
間
午
前
9
時
却
分
3
午
後

る
次
の
ご
夫
襲
。

マ
費

用

無

料

分

t

午

後

5

時

・

都

市

整

備

課

市

マ

競

技

種

目

①

一

般

・
高

校

男

マ

期

間

7

月

1
日
(
木
)
3
9
4
時
泊
分

。
結
婚
印
年
昭
和
げ
年
9
月
同

マ
申
込
先
同
セ
ン
タ
ー
(
電
話
街
地
整
備
係
(
内
線
六
O

ニ

)

子

百

灯

、

四
百
計
、
一
千
五
百
M
日

(
火
)

マ

会

場

日

本

た

ば

こ

産

業

平

塚

田
か
ら
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年
9
月
日
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ま
で
に
結
お
l
七
四
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身
障
者
の
入
居
募
集

計
、
五
千
灯
、
砲
丸
投
げ
、
走
り
・
時
間
午
前
8
時
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分
1
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後
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育
セ
ン
タ
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ブ
l
ル

容
C
れ
た
と
夫
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留

地

を
売
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す
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望
巾
で
は
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岡
崎
福
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会
が
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、

三
段

跳

5

時

マ

対

象
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で

五

百

計
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O
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印
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昭
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7
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月
日
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地
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運
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体
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ぴ
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同
女
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八
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マ
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月
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エ
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保
留
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を
一
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般
競
住
宅
(
市
内
長
持
)
に
入
居
さ
れ

M
、
砲
丸
投
げ
、
走
り
幡
跳
び
、
マ
内
容
ご
み
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収
集
作
業
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定
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犯
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(
先
治
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婚

さ

れ

た

ご

夫

委

争
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わ
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の
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の
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問

く
に
あ
る
国
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受
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が
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一
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h
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予
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ど

く
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う

)

現
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を
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し
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設

置

で

き

以

小
・
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・
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等
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で
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・
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弘
町
b
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a
寄
附
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哩
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h
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教
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れ
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布
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回
車
が
狭
い
道
路
に
入
っ
て
る
か
ど
う
か
判
断
し
ま
す

勺

?
dd圏閣
館

司

関
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来
て
と
て
も
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道
路
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状
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よ
っ
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四
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司

会
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カ
1
ブ
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設
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、
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置
し
て
も
ら
い
た
り
ま
す
。

……

品

川

分
J

四
時
い
れ
H
t

m-一盛・
・・F九

州

d
h
E
富

d'可

い

の

で

す

が

、

ど

の

よ

う

に

カ

l
ブ
ミ
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マ
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点
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曹
司
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マ
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塚
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圃
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お
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的
M
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を

カ
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草
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・

圃

・

・
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し

台

や
カ
l
ブ
な
ど
で
見
通
し
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的制

マ
司
い
合
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せ
先
選
挙
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委

ぬ

一
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バ

圃

・

・

圃
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圃

・
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・

聞

か
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、
お
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に
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の
確
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を
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お
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お
お
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お
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権
啓
発
講
演
会
を
聞
く
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
前
習
会
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
(
平
塚
球
場
内

・
包
話
お

l
O
一
O
一
一
)
へ
。
(
敬
称
略
)

て
信
仰
が
広
め
ら
れ
た
と
い
え

ま
す
。千

葉
県
や
茨
城
県
な
ど
で

は
、
現
在
も
出
羽
三
山
参
り
が

盛
ん
で
す
し
、
平
塚
周
辺
で
は

党
天
講
(
ぽ
ん
て
ん
こ
う
)
な

ど
の
名
前
で
出
羽
三
山
の
講
中

が
続
い
て
い
ま
す
。

平
塚
で
は
、
石
塔
を
見
る
限

り
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀

の
半
ば
に
か
け
て
出
羽
三
山
信

仰
が
根
付
い
て
い
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員

直
之
)

;争心寺の出羽三山供養士答}II 


